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はじめに

近年，都市内の公園や緑地の低木屑には，アオキをはじめシュロ ・ヤツデが群生する傾向が見られる。こ

れらは，都市林の一つの特徴を示すものなのか，あるいはどのような原因によっているのかなど，多くの人

々に関心を持たれている問題である。

自然教育闘においても，アオキが異常なまでに群生し，正常な森林の遷移を阻たげていることは，早くか

ら指摘され，その対策の必要性も述べられている（奥田， 1965）。

鈴木らは， 1973年都市生態系の特性に関する基礎的研究班で， 「都市林におけるアオキの繁殖について」

（鈴木ほか， 1973）報告しているが，アオキは照度，土段水分など生育環境の範聞が広いことが明らかにさ

れている。

また，筆者は，本年，自然教育園におけるアオキの分布，芽生えの分布， 胴枯病の分布について報告（矢

野， 1980）したが，自然教育園森林地域の低木屑の約3分の2がアオキに被われていることがわかった。そ

して，アオキミタマパエ， 胴枯病などの異常発生で，アオキ低木層が大きな転換期にきているこ とを述べた。

このように，都市環境の中でその生育範囲を広げ，かつ定着したアオキ個体群であるが，これを無計画に

伐採したり，芽生えを除去したのでは，微妙にからみあう自然界のバランスをかえって壊すことになりかね

ない。

そこで，自然教育園のアオキ群生地の一部に，アオキ除伐実験区を設置し，生態学的な手法を用いて継続

調査を行ってきた。1973年より 8年間の調査の経過の一端を報告したい。

自然教育園管理運営の方策をたてるうえの一助となれば幸である。

本報告をまとめるに当つては，ご多忙の中，調査およびまとめの際，種々ご、指導賜った東京農工大学奥富

清教授 ・千葉大学理学部大賀宣彦氏に，深く感謝する次第である。

調査方法

1973年6月15日，自然教育園内東北部（通称シイ並木中央部〕に位置するアオキ群生地に，低木層のアオ
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キを全て除去した試験区Aと，アオキの約50%を除去した試験区Bを放置した。試験区の面積は各25m2C 5 

m×5m）であるが，その中に lm2 ( 1 mX 1 m）の調査わくをそれぞれ5カ所づっ設置し，その後のわく

内の革本屑の経年変化を追跡した。なお，試験区Bにおける1976年の調査は実施していない。

調査項目は，除伐前の群落組成及び照度を測定し，除伐後は，革本屑の種類ごとの高さ，本数，被度を測

定した。調査時期は毎年1固とし，比較的革本層の安定した夏期を選んだ。また，コントロール地として，

1980年9月A・B試験区に隣接した，いっさい人手の加わっていないアオキ群生地（A・B両試験区の除伐

前の環境と同傑）に試験区Cを設置し，調査を行った。なお，ウワミズザクラ及びアオキの芽生えの消長調

査は， 1972年圏内の落葉樹林下に lm×lm調査わくを設置し，調査したものである。

調査結果

1. 除伐前の環境

当該試験区は，圏内東北部（通称シイ並木中央部〉の，ミズキ ・ウワミズザクラ・ヤマザクラなどの落葉

広葉樹林内にある。亜高木屑にはアカメガシワ・ムクノキ ・イヌザ、クラ・コブシなどの落葉樹の他，タブ

ノキ ・ヒサカキ ・シロダモなどの常緑樹が生育しており，常緑樹林へと遷移しつつある森林といえよう。ま

た，低木屑はアオキが群生（25m2当り 100本前後）し，他には数本のシュロ ・シロダモなどの常緑樹が生

育している程度である（表1〕。しかし，草本用は，低木屑にアオキが群生しているため，林床は非常にH音

く，多数のアオキの芽生えが生育している他，シュロ ・スダジイ ・シロダモ ・ヤブツバキなどの幼苗や芽生

え，フジ ・キヅタなどのつる植物が，わずか生育しているにすぎない（表2）。

このような環境の中に 5m×5mの調査わくを設置し，低木層のアオキをA試験区においては皆伐， B試

験区においては，約50%間伐した。

2. 種類組成

除伐前のA試験区においては，低木！音3種， 革本層7種， B試験区においてはf)1木層2種，革本層6種と

いう種類組成であった（表1・2）。

除伐後，林床が明るくなることによって，埋土種子が発芽し，種類組成がどのように変化していくか，森

林の遷移を考える上で重要なことである。

林ら（1974）が自然教育圏内で調査した結果によると，種子トラ γフ。に落下した植物の種類数は， シイ林

表 l 除伐前のアオキ群生地の低木層 （25m2〕

試験区 樹 種 株数（本数〉 I:D10 (cm〕 BA  (cnl) BA・ H (cnl〕

ア オ キ 25(97) 176.0 389.41 99,116.3 

A シロダモ 1 1. 0 0. 71 4:!.5 

シ ニL ロ 2 

B 
オ キ 40(89) 135.2 212.13 42,455.3 

ニL ロ 2 17. 25 

表 2 除伐前のアオキ群生地の草本層〔個体数／25m2)

: I :: I ': I : I : I ' I ' I川 ：｜；；：｜； 
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において1.5m2当り36種（とくにイイギリ ・ミズキ ・スダジイ ・キハダが多い）， コナラ林において

は， 1.02m2当り31種（イイギリ ・コナラ ・ヒサカキ ・ミズキ ・キハダ ・アカメガシワが多い〕であった。高

木層のちがいにより，多少種類組成は異なるが，閣内の森林には，どこの地域でも30～40種の植物の種子の

供給は考えられる。

今回の調査の結果， 8年間に，A試験区においては，常緑樹9種，落葉樹12種，常緑革本4種，落葉革本

16種，合計・41種，また， B試験区においては，常緑樹5種，落葉樹4種，常緑草本3種，落葉草本6稜，合

計18種の種類数が確認できた（表3）。これらの個体数の変動や，！照度や被度との関係は後述する。 ここで

は， A. B同試験区ともに，伐採後5年目，すなわち1978年以降，急激に種類数が減少していることに興味

がもたれる。これには， 2つのことが考えられる。1つは，母樹が近くにある樹，すなわち，ミズキ ・クワ

ミズザ、クラからは，毎年のように種子の供給はあるが，母樹が近くにない樹，すなわち，キハダ ・イイギリ

は，埋土種子として温存されていたものが，順次発芽し終えてしまったことによるものと考えられる。ま

た，もう一つは，A試験区においては，草本暦のアオキが生長し，革本屑をおおって林床をさらに暗くして

しまったこと， B試験区においては， 50%除伐後残されたアオキの枝葉が低木屑をう っぺいし，林床をさら

に暗くしてしまったために，林床の植物の種類数が減少したと考えられる。

また， C試験区は，人の手の加えていないアオキ群生地，つまり， A・B試験区のアオキ除伐前の環境に

近いものであるが， B試験区の1978年以降とC試験区の種類組成がよく似てきている。つまり，間伐（50%

除伐）では， 5年後には，種類組成だけからみると，伐採前と同じになってしまうということがいえそうで

ある。

また，

3. 照度と芽生えの消長

植物は，温度，光，土岐，水分，生物的要因などの複合作用の中で生育しているが，群落の遷移をすすめ

る大きな要因は，光条件の変化であると考えられている（田川， 1973〕。

とくに，温度，土岐，水分条件などが安定した自然教育園においては，その傾向が著しく，草本屑の植物

の芽生えにと って，光条件の良否が生死を分けるといっても過言ではない。1972年自然教育園内で，ウワミ

ズザクラ，アオキその他の楠物の芽生えの消長調査を

行なったが，落葉樹のワワミズザクラの場合，日音い林

下（相対照度0.3〕では， 7月上旬に，
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い林下 （3.3）では， 9月中旬までに，すべての芽生

えが消滅した。 しかし，明るい林下（9.8）では，約

50%の芽生えが冬を越すことができた（図 1）。その

後の追跡を行なっていないので，はっきりしたことは

いえないが，この内のすべてが生き残るとは考えられ

ないが， 一部は順調に生長するであろう。コナラ・キ

ハダなどの落葉樹も，ウワミズザクラ同様，明るい林

以外では，芽生えは消滅してしまたという結果が得ら

れている。

一方，常緑樹のアオキでは，うす暗い林の下（相対

照度1.8）では， 一部は消滅するものの， 3分の2以上

の芽生えが生育可能であった。しかし，暗い林（0.2)

では，9月中旬までに，すべての芽生えが消滅してし

また，
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表 3. 各試験区における草木層の種類組成の経年度化

調査地 防 I A I B IC 
調査年 ｜唱97411975119761吋 1l197gl1g79li9BOl1974ll9 [ f f ~「E l I E' i上」 ｜｜ 川町7!197Btl凡l980J1980
ア オ キ 刊 VI 刊 刊 VI 円 珂 刊 円 刊 刊 刊 VI V 
シ ロ ダ モ JI JI JI JI )J )J D JI 
シ ユ ロ )J )J D II D DI 
ス ダ ジ イ II 
タ フ ノ キ II 

H荷a主. 縁 樹 ネズミ モチ II JI 皿 目 II 目 DI 皿
イ ボ タ n IL 
シャ リ ンパイ

ヒ サ カ キ
ヒ イ フ ギ
ヤブツノ〈キ

、、、 ス キ V V 皿 V Ill 皿
ムクノキ（含エノキ〕 V V V IV IV Ill ID IL 
ワワミズ、ザクラ 円 IV V IL Ill II 
イ イ ギ リ VI D 
キ ノ、 ダ V JI 

落 葉 樹
イロハモ ミジ

ニセアカシア I JI 
ガ "7' ス 、、、
ク サ ギ

ムラサキシキブ

ケ ヤ キ

フ シ JI JI 

ジ

ヤ

キ

ク

本草性緑
山口
巾

ャノヒ

フフ
ヅ

サイチ 両ーー

川一

チヂミ ザサ I[ V VI 刊 刊 VI 刊
ツ タ I[ IV JI JI JI Ill )J JI I 
タチツボスミレ I II 
ア オ ス ゲ JI II JI JI 
へクソカズラ I[ I[ JI 
ヒヨドリ ジョウゴ IV I[ 
、、、 ズ ヒ キ 皿 I[ JI 
ジュウニヒトエ I 

落葉性革本
イノコズチ JI II 
エ ナシヒゴクサ lli I[ IV IV lli 
シ オ ア

ツ ニヱ ク サ JI 
カ フス ワ リ

ヨワシュヤマゴボウ JI 
タケニグサ

ヤマノイ モ

ミツバアケビ

アマチャヅノレ

種 類 数 ¥ 31 ¥ 32 J 27 ¥ 30 ¥ 20 Vi予行副川 13 什~ 1¥ 5 
I 1～2 JI 3～5 lli 6～10 JV 11～20 V 21～50 刊 51以上 （個体数／5m2)
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まうことがわかった

スダジイなどの常緑樹も，アオキ同様であると考えら

れる。

このようなことから，明るい林下では，落葉樹，常

緑樹とも生育できるが，うす暗い林下では，落葉樹は

生育できず，さらに暗い林下では，すべての植物の芽

生えは消滅してしまうということがいえる。

さて， 今回の調査地における相対照度は，除伐前と

除伐後では，次のように変化した（表4〕。すなわち，

除伐前のA試験区の相対照度はo_07 ( 1 m×l mのわ

く5個の平均，以下同様）.B試験区は0_05であった。

そして，除伐後は， A試験区では約30倍のL91. B試

。
1
 
1
 

Aυ ーハy

験区では約15倍の0.81となった。 図 2. アオキの芽生えの消長

前述の芽生え消長調査の結果にあてはめてみると， （ 〉は相対照度（%）

除伐前のアオキ群生地では，落葉樹はもちろんのこと，常緑樹の芽生えさえ消滅してしまうほどの暗い林床

といえる。しかし，除伐後のA試験区では，落葉樹は生育できないが，常緑樹は生育可能，また， B試験区

は落葉樹は生育できないが，常緑樹にとっては微妙な環境へと変った。

伐採後8年目の現在， A試験区にはアオキをはじめとし，多種の植物によって革本局が形成されている。

林床における相対照度の変化 （%〉表 4.

除伐8年目 19唱0.9. 9 

草本庖上部

1 0.04 1. 53 0.34 2.31 

2 0.06 2.56 0.41 1. 07 

3 0.03 2.06 0.46 1. 50 
A 試験 区

4 0.15 2.08 0.47 2.30 

5 0.05 1. 33 0.71 2.82 

平均 ｜ 0.07 1. 91 0.48 2.00 

1 0.04 0.61 0.43 

2 0.04 0.61 0.39 

3 0.07 0.28 0.40 
B 試験 区

4 0.03 1. 06 0.36 

5 0.09 1. 47 0.48 

床林

除伐直後
1973. 7. 13 

除伐前
1973. 6.15 

0.41 0.81 0.05 均平

1980. 9. 9 
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0.26 

0.26 

0.25 
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表 5. A・ B試験区における個体数の経年変化 （個体数／5m2)

凶ーI1975 1 1976 J竺ιU…！日79I 1980 
P吊u. 緑 樹 { そア

オ 79 82 217 243 178 171 157 

の 20 15 18 14 13 18 17 
A 

樹（イイ ギ リ
324 。 。 4 。 。 。

落 葉
試 その 他 148 103 37 81 21 21 24 

験 常 緑 草 本 41 11 11 4 2 3 5 

落薬草本 ｛｛チ ヂミサ、サ 42 88 153 112 147 177 
区 その他 58 61 28 47 18 11 17 

l口'- 397 

常 緑 樹｛ ；
オ キ 74 133 299 179 104 375 

B の 他 11 4 4 7 8 12 

試 落 業 樹 12 8 4 。 。 。
験 常 緑 主草 本 29 18 14 13 12 11 

区 落 業 草 本 15 7 5 1 。 1 

i口'- 399 

B試験区には，やはりアオキを主体とした革本屑を形成しているが，きわめて貧弱である。

そこで，これらの地域の相対！被度を測定してみると， A試験区の林床0.48，革本周上部2.00, B試験区の

林床0.41，また，コントロール地として隣接したアオキ群生地C試験区の林床は0.30であった。A試験区に

おける除伐直後の林床と，除伐後8年目の革本層上部の相対照度はほぼ同じであるが，草本庖の発達によ

り，林床はH音くなり，もはや林床には植物の芽生えが生育できない環境となっている。また，B試験区は，

除伐直後（0.81）よりも除伐後8年目（0.41）の方が暗くなっているが，これは，間伐したアオキの樹冠部

がその後う っぺいしてきたためと考えられる。B試験区の林床 （0.41）とC試験区の林床（0.30〕と，さほ

どの違いはなくなってきているが，このH音さでは，植物の芽生えが正常に生育することはできない。

なお，除伐前 (1973）とC試験区 (1980）は，ともに人手の加わらない同じ環境にありながら，相対照度

(AO. 07, B0.05とco.30）にちがいが見られるのは， 8年の聞に，アオキ低木林の生長に伴い，下校が枯

れ上がってきたこと と，月同枯病（矢野， 1980）の権病に伴い，校，茎の枯れが出はじめたことによって，林

床が多少明るくなったことなどが原因と考えられる。

これまでの結果から言及するならば， A.B. C 3つの試験区すべてに落葉樹は生育できないことにな

る。確かにB.C試験区では低木屑のアオキの被度が100%で，林床の相対！被度は一様に低く，落葉樹は発

芽しでもすべて消滅している。しかし， A試験区では低木庖のアオキを全て除去してあるので，高木屑の樹

冠部の切れ目からさしとむ光があり，局部的には相当明るい場所もある。このような場所には，落葉樹が生

育可能であり，実際にA試験区では，落葉樹が順調に生育しているものもある。

4.被度

図3は，A. B試験区のそれぞれ5個の調査わくの被度をあらわしたものである。調査わくのおかれた環

境によりすなわち相対照度，種子の供給，隣接地との関係などのちがいにより異なっていることがわかる。

また，これらのA.B試験区No.l～No.5の調査わくの被度を合計し平均すると，図4のようになる。

A試験区では，除伐後1年目の1974年の全体の被度は47%にあたる。以下， 1975年27%.1976年51%,

1977年57%.1978年67%.1979年78%,1980年100%となっている。1年目 (1974年）の被度が高いのは，
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落葉樹及び落葉草本の被度が顕著に高いためである。これは，従来迎土種子として土中に存在していたもの

が，除伐直後一斉に発芽したためだと思われる。2年目以降の被度は，年ごとにふえ 8年目には，ほぼ100

%被うようになった。また，生活形別にみると，アオキの被度は年ごとにふえ，特に1976年以降は，草木胞

の約60%にまで及ぶようになっている（図 5）。常緑樹 （除アオキ〉は，年ごとに被度を増しているが， 常
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図 4 A・B・ C試験区における草本属被度の経年変化

緑革本は，通年とおして大した

差はみられなかった。また，落

葉草本（除チヂミザサ〉は，落

葉樹と同様1年目に被度は多い

が，年を追うにしたがい被度も

低；くなってきている。ただし，

落葉草本であるチヂミザサだけ

が年々増加lし，15%にも及んで

いるのはちょっと意外 であ っ

た。

一方，B試験区の革本庖の被

度は， 1974年 9%,1975年 8%,

1977年17%,1978年14%, 1979 

年 9%, 1980年20%と，年度ご

図 5. A試験区の林床

アオキの生育が目立つ（1980年 1月〉
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図 6. B試験区の林床

植物はほとんど生育していない（1980年 1月〕

5. 個体数

A, B試験区のNo.I～No.5の調査わくの生活形別個体数合計は表5のとおりである。

アオキの個体数は， A, B試験区とも年による大きな変動がある。また，チヂミザサは年々増加する傾向

が見られた。これらアオキ・チヂミザサを除いた生活形別で，除伐後 1年目を 100とした時の増減率を示し

たものが図7, 8であるo

A試験区においては，常緑樹（除アオキ〉は，大きな減少は見られず， 1979年以降は増加している傾向が

みられた。また，落葉樹（除イイギリ〉，落葉草本（除チヂミザサ〕，常緑草本は，年とともに急激に減少し

ていったが， 1980年より，やや増している。しかしイイギリは，除伐l年目は多量に発芽したが， 2年目か

らは全くといってよいほど芽生えの出現をみない〔図7〕。また， B試験区においては，常緑樹（除アオキ〉

は除伐2年目に急激に減少したが， 1978年より再び急増している。常緑草本は， 1975年までは急激に減少し

たが，それ以降は徐々に減少している。また，落葉樹，落葉革本は急激に減少している。とくに，落葉樹の

芽生えは， 1978年以降出現していない（図8〕。

なお， A試験区における 1m2当りの平均個体数と被度の関係は図9の通りである。

アオキの個体数が1977年をピークに，以降は減少しているにもかかわらず，被度が年々増加し， 1980年に

は66%にまで達している。これは，アオキが順調に生育しつづけていることを裏づけている。また，常緑樹

（除アオキ〉は，個体数に大した変動はないが，被度が年々高くなっていることから，徐々にではあるが，

生育し続けていることが，うかがわれる。チヂミザサは，年々個体数の増加と同様に被度も埼している。

一方，落葉樹は除伐1年目は個体数も多く被度も高かったが，年々減少し，ついには1980年には2.3%に

減少している。落葉革本（除チヂミザサ〉，常緑革本は，個体数の減少とともに，被度も0.7～2.5%と次第

に低くなってきている。
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6.樹高

草本層に植物の個体数が多

く，また被度が高くとも，毎年

枯れてしまっては意味がなく，

次代を担う高木になりうる樹種

が生長しつづけなければ森林の

遷移は進まない。

今回の調査の結果， B試験区

では， 1年あるいは2～3年の

うちに枯死し，別の個体におき

かわってしまい， 8年間継続し

て育ったものはなかった。しか

し， A試験区においては，アオ

キと数種の常緑樹が継続して生

育している。その生育状況を示

したのが図10である。なお，ア

オキは個体の識別ができなかっ

たので，それぞれ調査わくの最

大樹高の平均で示しである。

8年経た現在の生育状況は，

シロダFモ89cm，スダジイ84cm,

アオキ80cm, タブノキ57cm,

シュロ54cmであった。アオキと

他の常緑樹の生育には，大きな

差のないことがわかった。

宮脇らの，工場等におけるい

わゆる“ふるさとの森づくり”

の植栽では，スダジイ ・タブノ

キ・カシ類などの常緑樹が，植

都市林におけるアオキの生態学的研究
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図 8. B試験区における個体数の増減

栽後3年で3m, 5年で5mfこ生育している（宮脇ほか， 1979）。これは，施肥，除草，濯水，病虫害駆除

などの人為的な管理を行なっていることと，全天下（相対照度がほぼ100%に近い〉に密植していることな

ど，生育環境のちがいもあろう。

このような，全天下に植栽された常緑樹の生長と，自然状態、の落葉樹林下の常緑樹の生長を比較するのは

難しいが，林内を明るくすることによって，多少生長を速めることはできるかもしれない。

しかし，自然状態では，常緑樹は常緑樹林下あるいは落葉樹林下で長い年月を費し，徐々に生長していく

のが本来の姿といえよう。今後さらに，その生長を追跡してみたいと考えている。

考 察

森林群落の遷移を歪めているアオキ群生に対する対策の一法として，アオキ除伐区における草本層の変遷



- 59ー

40。。
） 

’，＿ 戸
、＼

ー＝て

土星

20 

60 

Il
l
i－
－
／
l

・

都市林におけるアオキの生態学的研究

一・ーーー・ー アオキ
ー＋－－1 ー常締結ji除γオキ）
一‘一＿.ー市緑町＇1'。 ・O・ {h！／，；附
_ .. ，＿.ーゐ 品生可＇ 1・除チチミ ササj
• ·-0· - -0・チヂミササ

． ・九〆 ロ

λ 、九，，～
企、～、ノ

. ／~ 、··－ " 、J I 、ロ
：ぇ 6 ～、、九九～
_,c＇－..＿，＿ 、、n ロ O
0 － τミご：~－－－－~~：.－~＂：：；.
0' ' s～デー？一？ーで
’74 ’75 '76’77’78’79’80 

(l) 

． 

。

100 

60 

40 

20 

80 

E
＼
剖制
送
事

の追跡調査を試みた。

その結果，アオキ群生地内の

C調査区においては，革本層の

植物の正常な生長は見られなか

った。また，低木屑のアオキを

約50%除伐したB試験区では，

初期には常緑樹，落葉樹の芽生

えがわずか生育していたが，除

伐後5年目からは革本層の植物

の正常な生長は見られなくなっ

てしまった。これは，アオキを

50%除伐しただけでは，残され

たアオキの枝葉が広がり低木層

を再びう っぺいし，アオキ除伐

前と同じような環境になるため

だと考えられる。

一方，低木層のアオキを全て

除伐したA試験区では，林床が

除伐前よりかなり明るくなり，

初期には多種の植物が芽生えた

が，常緑樹以外は正常な生育を

A試験区における個体数と被度の関係

しなかった。多数のアオキの芽

生えの他，僅かではあるが高木

になりうる スダジイ ・タブノ

キ・シロダモなどの常緑樹の生

育を確認することができた（ス 図 9.

ダジイ ・タブノキなどの母樹が近くにないので，数量

的には僅かであったと考えられる〉。

以上のような結果が，今回の調査で明らかにな っ

た。

ハ
υ
E）
F

仏
語

〔rn
A武験区における常緑樹の生育状況

’80 ’79 ’74 ’75 

。

図 10.

また，近年圏内のアオキ群生地では胴枯病の異常発

生が見られ，アオキ低木林の崩嬢が出はじめている。

このことにより林床が明るくなり常緑樹の芽生えの

生育が期待できると同時に多数のアオキの芽生えも生

育すると予想される。

このように，アオキの低木を除伐することにせよ，

胴枯病の発生に委ねるにせよ， いづれにしても林床に

はアオキの芽生えが多数生育することは明らかであ

る。また， アオキは伐採すると溺芽する性質があり ，

今回の調査でもA試験区では3年間に 60cmにも生長
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している。

これら芳ー生えや萌芽を放置しておけは＼やがてはアオキ群生地を再び形成すると考えられる。

すなわち，アオキ対策としては，低木貯のアオキを除去しただけでは－II寺しのぎにすぎず，アオキの芽生

えやAA芽に対しての対策がさ らに重要であると考えられる。

林床の芳＝生えを徹底的に除去し，極相林構成樹種を残し，さらには種子や！§）1苗を人為的に供給すれば，森

林の遷移を進行させることは可能であろう。しかし，圏内の森林地域の3分の2に及ぶ広い範囲にわたって

のアオキの除去は不可能に近いし， 一部実施するとしても相当量の労力が必要であり，これに伴う林床の踏

圧による荒廃も免れない。また，除伐した場合の景観上の問題も生じてこよう。

かといって手を扶いていては，アオキ対策はできない。いろいろな影響を最少限に食い止める手法を用い

て，公開地域において試行したらよいのではないだろうか。
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アオキの生態学的研究 （抄録〕

本研究は，自然教育圏内に異常なほど群生したアオキ低木林の構造や動態を採るため1973年以来継続調査

しているものである。

研究成果については以下の 2篤の論文が発表されている。

鈴木由告・ 矢野亮.1973.都市林におけるアオキの繁殖．都市生態系の特性に関する基礎的研究，67-82.

矢野亮 1980. 都市林におけるアオキの生態学的研究 CI）分布．自然教育園報告， 10:25-35. 

自然教育園を中心とした都内の公園 ・大学構内におけるアオキの生育地での調査の結果，アオキは亜高木

層の未発逮な落葉樹林下，奥行のない常緑樹林下，若い常緑樹林下などある程度の明るさのある樹林下で群

生していること。また， アオキはニヒ峻水分についてもかなり広い適応範囲を持っていることがわかった。

また，自然教育園におけるアオキの分布調査の結果，建物，教材固などの人為的な管理地域及び池，湿地

以外のほぼ全域にわたって分布していること，アオキの芽生えは低木層の被度が60%以下の比較的明るい林

床に多いことがわかった。

しかし， 1973年頃よりアオキの実に寄生するアオキミタマパエが， 1978年頃より校，茎に寄生する胴枯病

が大発生した。前者は種子の供給を抑制し，後者は寄生植物 （アオキ） を枯死に至らしめることなどから，

アオキの群生に対して自然界の天敵のような作用をしていると推測された。特に胴枯病はアオキの群生地で

の発生が著しくアオキ低木屑が衰退していく傾向が見られた。




